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１：豪快に号外を配り、ギネスに挑戦!!! 

6 月 22 日(金)（夏至の日）、日本全国 4900
万世帯に一斉に、地球温暖化ストップの号外を配
布します。一日に配られる号外の数としては世
界最高ギネスに挑戦。一人でも多くの人に今起
こっていることを伝えたいのです。西東京市
85000世帯この号外を配布します。 
２：この指と～まれ。仲間募集! 

号外を配ってくれる人、お友達を紹介してく
れる人ご連絡ください。（下記参照） 
３：西東京市キャンドルナイトイベント 
号外を配り終えたら、みんなで集まってキャ
ンドルナイトを楽しみましょう。 
場所：アスタセンターコート他 
日時：6月 22日(金)17：00～19：00他 
 

6月 22日（夏至の日）、日本全国 4900万世帯に一斉に、地球温暖化ストップの号外を配布します。 

《問合せ・連絡先》 
TEAM GO GO 2007 
西東京市実行委員会「キラキラ西東京」 
TEL 042-465-9331 中野・豊永 
E-mail darumadou@hotmail.com 

【伏見通り商店会】 
毎月第 1土曜日の商店会サービスデーの折込
広告に活動を紹介し配布協力者を募集します。

また、ポスター掲示や商店会近隣への配布協力

をしていきます。 
【シチズンホールディングス株式会社】 
 シチズングループ関連各社では、地球温暖化

防止のために様々な活動を行っております。 
社会貢献グループでは地域活動の一環とし

て協力。夏至の前日 6 月 21 日に、この温暖化
防止プロジェクトに参加する小学校高学年 50
人を対象として、天体望遠鏡を作る「地球温暖

化防止イベント」を開催。自分で作った天体望

遠鏡で西東京の星空を眺め、改めて「地球温暖

化防止」の意義を感じて欲しいとの願いを込め

て開催します。 

地球温暖化防止プロジェクト 

「TEAM GO GO 2007 」 

★地球温暖化とは「温暖化ガス（二酸化炭素など）が大気中に増えるこ
とによって地球の平均気温が上昇する現象」です。温暖化ガスは、光は
通すが熱を蓄える性質を持っているため、温暖化ガスが増えることは地
球が大きな温室の中に入れられたような状態になることを意味してい
ます。温暖化ガスの大部分を占める二酸化炭素は、電気、ガス、ガソリン、
灯油などを消費することによって発生します。 

【知れば感じる、感じたら 動く、動けば変わる】 
温暖化による降雨などの影響で体温調節ができず死んでい
く赤ちゃんペンギン。その横で我が子を助けることが出来ず、天
を見上げ泣いている母ペンギンの姿がテレビに映った。元お笑い
芸人の「てんつくマン」はこれを見て衝撃を受けた。母の姿は、
たまらなくつらく地球温暖化を止めたい！と思った。自分に何
ができるのか。結論はまず一人でも多くの人に現状を伝えるこ
と。知れば感じる、感じたら動く、動けば変わる。こんな思い
からこの活動は始まった。 

てんつくマンホームページ http://tentsuku.com/ 
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＊私たちも協力します＊ 

実行委員会「キラキラ西東京」の中野さんの思い 

アニメーション制作の仕事をしている中野さんは、制作現場

で、アニメーションが子どもたちに与える影響や、子どもたちに

将来どんな大人になってもらいたいかを常に考えながら、作

品づくりに携わっている。環境問題と子どもたちの未来は切

り離せないと考えていた中野さんは 1月に、あるセミナーでこ
のプロジェクトを知り、3月にてんつくマンの熱い思いを講演会
で直接聞いた。セミナーでいつのまにかわすれてしまっていた

大切なこと、自分の生きていく上での夢や目標、情熱を思い

出した後の講演会。「すべては、やるか、やらないか。あなた

が今、何か行動を起こすか、何もしないままでいるかで、隣

にいる人の未来は大きく変わってくる」とてんつくマン。て

んつくマンの活動への思いと、やりたいことをやる、それも

楽しく！という中野さんの思いが１つになった時、参加を決

心。「たくさんの人と、楽しく、明るい未来へ行きたいと思い

活動しています。『キラキラ西東京』はこのプロジェクトで終わり

ではなく、今後も、西東京市のネットワーク団体として、子ど

もたちの未来のために活動していく予定です」と中野さん。 
今日も協力者を求めて市内を走り回っている。 
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3月 10日(土)暖かな春の日差しの中、60人を越える参加者と 21の
市民活動団体・グループが集まり、「ぼらんてぃあパーク～えがおで広

げるまちづくり～」が楽しく、にぎやかに開催されました。 

地域活動をしている方のパネルディスカッションで 

は「世代間の取り組みの違いが参考になった」と 

の声。続いて行われたグループディスカッションは、 

参加者の思いが次々と出て時間が足りないほど。 

市民活動団体との交流では、日頃の活動を直接 

紹介できるとあって、参加団体・グループの皆さんは熱心にお話をされ、 

 参加者は熱い思いに聞き入っていました。 

最後は季節はずれの盆踊りを参加者全員 

で踊りました。踊りの輪のように地域のつ 

ながりも大きくなってほしいと企画。なご 

やかな雰囲気でイベントは終了しました。 

このボランティアのつどいは、ボランティア活

動をひろめるため、そしてボランティア同士が知り合うために、市民が実

行委員会を組織し企画します。委員会は月に 1 回程度。「やってみた
い！」「みんなと何かをしたい！」という方、今年度の実行委員会にぜ

ひご参加ください。 

日 時 5月 22日(火) 19：00～21：00 
場 所 ボランティア・市民活動センター田無活動室 

（西東京市田無町 5-5-12田無総合福祉センター4階） 
問合せ 西東京ボランティア・市民活動センタ－ TEL 042-466-3070 

【はじめの一歩手前講座】 

ボランティア活動始めてみたい！でも
…ためらっているあなた。勇気を出し
て一歩踏み出してみませんか。 

【日時】5月 15日(火)～17日(木)13：
30～15：30【場所】田無総合福祉セン
ター 第一会議室（西東京市田無町
5-5-12）【対象】3日間参加でき講座終
了後にボランティア登録しボランティア活

動を始めてみたい方【参加費】1,000
円【内容】①ボランティア活動って何だ

ろう②車椅子の押し方③視覚障がい

の人の手引きの仕方【定員】20名【申
込み】5 月 1 日(火)より電話で申込み
（9：00～17：00日祭日を除く）定員
になり次第締め切り【申込み】西東京

ボランティア・市民活動センター  
TEL 042-466-3070 

【第2回軒下ふれあいバザー開催】 

西東京ボランティア・市民活動センター

では、企業や地域活動団体との協働に
より、団体の PRと自己資金づくりお 
よび企業が行っている社会貢献活動
の PRを目的として「軒下ふれあいバ
ザー」を行います。 

【日時】6月 10日(日)10:00～16:00（予
定）【場所】マックスバリュ田無芝久保店
（西東京市芝久保町 1-12-5） 
 

知って得するミニミニ講座 

【精神障がいって何だろう？】 

精神障がい（こころの病）の人たち
を理解し、その障がいゆえの生きづら
さを知ってください。そして障がいの
ある人たちが安心して暮らせる生活
の基盤や、地域をつくるために、私た
ちにできることは何かを一緒に考え
てください。 

【日時】5月 30日(水) 14:00～15:30
【場所】伏見通り商店会「にこにこ」

(西東京市柳沢 2-2-10)【講師】精神障
害者共同作業所「たなし工房」ボランテ

ィア後藤トイ・職員小林綾子・メンバー

【定員】15名【申込み】5月 29日(火)
までに電話で申込み（9：00～17：00
日祭日を除く）定員になり次第締め切

り【申込み】西東京ボランティア･市民活

動センター TEL 042-466-3070 

※ 5月 22日(火)～6月 3日(日)たな
し工房メンバーによる絵画作品展開催 

 

 
皆さんの笑顔が素敵でした 

 

 
話しに夢中です 

 
講座を終えて・・ 

 
イベント情報 

 

倉松悦男さん 

大募集 

ぼらんてぃあパーク～えがおで広げるまちづくり～ 
にぎやかに開催 

倉松さんは世に言う団塊の世代。60歳を前にして、 
「定年後に何の予定もない生活は寂しい。仕事をやめ 
た後自分に何ができるか」と思い、「何か」を求めて 
ある団体の講座を受講。そこでは退職後は 3つの名刺 
を持つことを進めており、そのうちの 1つがボランティア活動用の名刺だ
った。そんな講座を聞いた頃、社協だよりで西東京ボランティア・市民活

動センター主催のボランティア入門講座の開催を知り、まず手始めにボラン

ティアについて勉強しようと参加。「実際の活動ではなく講座だから何と

かなるだろうと始める前に不安はなかった」と倉松さん。講習や体験

を通してボランティアにもっとも必要なものは「やさしさ」だと実感した。 
今、市民活動を始めようか迷っている人は、「講座などを受けながら

ゆっくり自分にあったものを見つけてみては？」「百聞は一見にしか

ず」「見ただけでは分からない！やってみなければわからない！」とこ

れから始めようとする人に倉松さんはアドバイス。 
「この活動をする」というものはまだないが、これから１～2年かけ
て様々な市民活動を見てまわり、自分にあった活動を見つけたい。定

年（予定）まであと 1年。仕事もゴルフもボランティアもバランスよくやっ
て行きたいと意欲満々の倉松さんです。 

 

 
 
 

 
 
 

  

 
 

 
 
 

 




